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数学ソフトウエアパッケージのWeb上での利用システムNetNUMPAC

山東俊喜†　　長谷川武光幸

1概要

NetNUMPACは、名古屋大学を中心に開発された数学ソフトウェアパッケージ

NUMPACU】のインターネット上での利用環境として作成されたシステムであるo　こ

れを利用することでNUMPACのマニュアルやライブラリルーチンの検索,利用,チ

ストなどを行うことができる。

利用するには、 Internet ExplorerやNetscapeなどのブラウザを使用すればアクセ

スすることができる　NUMPACサブルーチンのダウンロード以外のサービスには、

特に利用登録などを必要としない　NetNUMPACのURL

http:〟netnumpac血is血kui-u.ac.jp/numpac/ (日本語ページ)

にアクセスすると図1のような画面が表示される。
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図1 : NetNUMPACのトップページ
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解　　　　説

現在NetNUMPACが提供しているサービスは以下のものである。

NUMPACのマニュアルの検索と閲覧

・テストプログラムの実行

・サブルーチンのダウンロード

・数値計算インターフェース

次章において、これらの使用方法について述べる。

2使用方法

2.1マニュアルの検索と閲覧

サブルーチンやマニュアルの検索には、階層構造の分類別リストから検索する方法

と、マニュアルの全文検索を用いて検索する方法とがある。分類別リストはGAMSL2】

を参考にして構成されたもので、階層構造の分類表を順にたどることで(図2)簡単

に目的のマニュアルを検索することができる。
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図2:分類別リスト
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各分類は先頭が英字と数字で表されており、各分類に設定されたリンクをたどって

いくことで、より詳細な分類を検索していく。図2は「H.微分と積分」, 「H2.数値積

分」, 「H2a.一次元の積分」の順に検索している例であるoまた、各サブルーチンのマ

ニュアルページ-のリンクは先頭が数字で表されている。

全文検索にはフリーソフトウェアの検索システムnamazuを用いてマニュアルの

検索環境を提供しているo図3では、積分をキーワードとして検索しており、その結

果40個のマニュアルが見つかっている。このとき、さらにキーワードを追加するこ

とで絞り込みができる。

Eヨ阿　E遜調mr*iョ3?m

/cti-bl　汀此uct tttey=的BX24 B@Q J腔C的B腔8 B&whence=08dbr)a me=nu mpati氾F ia&max=208for mat=lorlォSsort=score詛

NetNUMPAC全文検索

Ths inde:× contains 204 files and 1 4,,845 key榊ends

Last modified: 1 5/06/2(氾1

表示件数: Fヨ要的表示: r5訂ヨソート: l~よore　　_^j

検束結果

参考ヒット鼓: [積分40]

検索式にマッチする40個の文書が見つかりました.

1 1 82:クレンショウ・カーチス法による自動積分(閉じた摂分公式)くAODCCS/D)クL/ンショウ・カーチス法
による自動積分X開いた積分公式XAQDCOS/DXAutomatic Quadrature of Closed Type by
Clenshaw-Curtis山tethod(AODCCS/D) Automatic Quad rature of ODen Type by Ck∋nshaw-Curtis

Method(AODCOS/D)> (score 81 )

Date　鵬18 Oct 2000 01:50:55
AQDCCS/D,AQDCOS/D (クレンショウ・カーチス法による自動積分X閉じた積分公式XAQDCCS/D) <クレン

ショウ・カーチス法による自動揖分x開いた積分公式XAODCOS/D) Automatic Quadratur℃ of Closed Type

byClenshaw

/Cローb汀lノnumpac/htoh?182.htrnl size (1 1月53 bytes)

2 1 33二複素数値関数の無限振動積分の自動積分くA山omatic Quadrature of Oscillatory Infinite
Integral of Complex-Valued Function) (score 43)

Date　肌頑18 Oct 2000 0150:55
AQIOSC/B - (複素数値関数の無限振動積分の自動積分) Automatic Q uadrature of Oscillatory In恥ite

Integral ofComptex-Valued Function作目・成長谷川武光・ -1986年2月形一式サブルーチン・言
盟.FO R
/(〝i-k.V.I【..Mハつ-/u+~v.ウ1Llつu+巾I ∩;▼　只til U、.　＼ Jij

h「∵-叫　「　d ㌻叫r�"紺「「竃・　　　　　:

図3:全文検索
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解 説
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(1)概要
与えられた関数f(カに対する有限フJJエ持分

Ic弱.bf(>Ocos2tt㈹dx , Is=らbf(舶n2丁抑dx
の僧を収束判定定数eの精度で計算する。
AOOSCS (D)は単(倍)精度用である。
(2)使用法

CALL AQOSCS/臣(A, B, OME(ヨA, FUN, KEY, EPSA, EPSR, NMN, NMAX, SC, SS, N, ERR, ICON)

㌣汀瞥漸nl「麗Iff"　　　…

A　　　　実数型　f入力　積分領域の下臥
B　　　　　実数型

o MEGA　　棄類型

戸uNト~~p実数型閤

力
力
力

入
入
入

内　容

嶺動数の.

与えられた関数f(逮.これに対する嚢弓廟としそあ関数(2. t吏肩書が
数副プログi　　　積分変数だけの1変数の関数副プログラムとして用意しttナれほならな

ラム　i　　　　い.
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図4:マニュアルページ

このようにして検索されたマニュアルページの表示例を図4に示す。このマニュア

ルページはNUMPACで提供されてきたテキストベースのマニュアルをHTMLで再

編集したもので、さらにページで説明されているNUMPACサブルーチンを取得する

ためのリンクや、サブルーチンのテスト実行をするためのフォームなどの機能追加が

行なわれている。これらに関しては、次節以降で説明する。

2.2テストプログラム

NUMPACの各サブルーチンには、動作を確認するためのテストプログラムが存在

している。このテストプログラムを使ってNUMPACルーチンを実行するための環境

として、マニュアルページ上あるいはそこからリンクされたページ上に、サブルーチ

ン-与えるパラメータを変更するための入力フォームを作成している。図5に示すよ

うに、テストプログラムのソースリスト内のパラメータ部分が変更でき、実行をクリ

ックすると、入力内容がサーバに送信され、実行が行なわれ結果がブラウザに表示さ

れる。
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--- J二‡二三二言三　　　　　　　甲iリンクル

・j卵鵬 餐】 http //r>etnu坤ac 一uis fuku i-u ac jp/cgi-bin/numpacA)toh?041 html

C EX州PLE FOR AQOSCS
COMMON ALPHA

EXTERNAL FUN

A:匝-
は3EEHHH

KE・=　「　~

EPSA=町
EPSR=EPSA

NM I N=「~~~~

NMAX=師訂-

ALPHA=P~石-

ォRITE(6,1)

l FORMATCIHO,"TEST FOR AQOSCSV/IH ,'ALPHA OMEGA',13X,
暮'cos*,13X. SIM'.4)く, N¥7)く,'ERR ICON')

DO 10 l=1,2

ALPHA=ALPHA+ALPHA

DO　20 J=1,3

0MEGA=8.0*4.0**(J-1 )

CALL AQOSCS(A,B,OMEGA,FUN,KEY,EPSA.EPSR.NMIN.NMAX,

サSC,SS,N,ERR, ICON)

VRHrE(8,2) ALPHA,OMEGA,SCSS.N,ERR, ICON
2　FDRMATCIH ,F5.I,F7.1.2E18.7,I5,EI0.2.I8)

20　CONTINUE

IO CONTINUE

STOP

ォ>

FUNCTION FUN(X)
COMMON ALPHA

FUN=EXP(ALPH帥×)

RETURN
END

このテストプログラムを実行しますか?

_皐叫∴蝉: I

ズ・・°V-…、リh・ハく、ヽ叫ヽV・-吋ヽヽヽヽV・-ヽ・.

戟

図5:テストプログラム(テキスト)

さらに、このようなテキストベースでのテストプログラムの実行環境のほかに、グ

ラフィックベースでの実行環境も提供している。これは、特定のサブルーチンに対し

て、テストプログラムの実行結果を図形で表示するものである。グラフィックベース

のテストプログラム実行環境はJavaアプレットであるので、利用者側で使用してい

るブラウザがJavaを実行できることが必要である。グラフィックベースでのテスト

プログラムの実行例を図6に示す。図6では、左側のフォームでサブルーチンに与え

るパラメータを変更し表示方法を選択したあと、 Executeをクリックすることで、右

側に図形が作画される。

-113-
九州大学情報基盤センター広報

Vol. 2 No. 2　2002



解　　　　説
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図6:テストプログラム(グラフィック)

2.3サブルーチンのダウンロード

NetNUMPACではNUMPACのサブルーチンを必要とする利用者のために、サブ

ルーチンのダウンロードができる環境を提供している。しかし、 NUMPACのライブ

ラリとしての管理は富士通が行なっており、ライブラリ全体の提供は困難なため、提

供はサブルーチンを個別にダウンロードする形をとっている。

ダウンロードを開始する前に、まずNetNUMPACで利用者登録を行なう必要があ

る。登録は、学術機関に所属する利用者で、かつ非営利目的での利用に限定している。

まず登録ページにおいて必要事項を入力し、送信を行なうことで登録ができる。入力

内容が利用条件に合致しているかどうか管理者が確認を行なった後にパスワードを

発行して登録が完了する。そこで利用者が登録からダウンロードが可能になるまでに

若干時間がかかることになる。

このようにしてサブルーチンのダウンロードを認められた利用者は、まずダウンロ

ードしたいサブルーチンのマニュアルページを参照する。配布を行なっているサブル
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-チンに関してはサブルーチンの名前にリンクが行なわれているOリンクをたどると、

次にユーザ名とパスワードの入力を求められるので、登録したユーザ名とパスワード

の入力を行なうことで、サブルーチンの取得ができる。一方、直接サブルーチン名を

指定してのダウンロードを行なうためのページも存在する。この場合は単に取得した

いサブルーチン名とユーザ名、パスワードを入力するだけで、ダウンロードができる。

2.4数値計算インターフェース

一般にプログラミングを行なう際には、アルゴリズムの構築・ソースプログラムの

作成・コンパイル・デバッグといった作業が必要である　NUMPACのライブラリを

利用することで、アルゴリズムの構築の手間を取り除くことができるが、完全にプロ

グラミングを必要としなくなったわけではない。そこで、 NUMPACを利用した数値

計算を行なう際に必要なプログラムをテンプレート化し、利用者が必要なパラメータ

を与えるだけでソース生成・コンパイル・実行が行なえるようなインターフェースを

提供することで、より簡単にNUMPACを用いた数値計算を行なえる環境を構築した。

図7にインターフェースのページでの入力例を示す。

図7 :数値計算インターフェース-の入力例

この例ではフォームに「noleqs`sin(x)'34 1e-6 100」を入力している。これは非線
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解　　　　説

型方程式の解を求めるサブルーチンnoleqsの実行を行なう命令であり、関数として

sin(x)、解の存在区間を3から4の間、要求制度をIe-6、関数の評価回数を100回と

している。このように入力を行なった後、 「実行」をクリックするとソースの生成・

実行が行なわれ、結果が表示される(図8)。その他の使用方法に関しては、図7の

ページから各命令の使用方法のページを参照することができる。

図8 :数値計算インターフェースの実行結果

3今後の展望について

NUMPACのテストプログラムについて、グラフィックベースのものに関して新た

に3次元グラフィックで表示するシステムを開発中である。これは、実行結果を3次

元表示のグラフィックとしてリアルタイムに視点変更ができるため、実行結果がより

わかりやすくなる。

参考文献

[1]二宮市三,秦野やす世:数学ライブラリーNUMPAC,情報処理1985, Vol.26,

No.9, p. 1033.

[2] R. F. Boisvert, S. E. Howe, and D. K. Kahaner, GAMS: A Framework for the

Management of Scientific Software, ACM Trans. Math. Softw., 1985,

pp313-355.

九州大学情報基盤センター広報

Vol. 2　No. 2　2∝)2 -116-


